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い
つ
ま
で
も

い
き
い
き
と

暮
ら
す
た
め
に

特
集 
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

地域包括ケアシステム

み
慣
れ
た
地
域
で
、
い
つ

ま
で
も
自
分
ら
し
く
、
い

き
い
き
と
暮
ら
し
た
い
。

そ
れ
は
誰
も
が
願
う
、
ご
く
あ
た
り

ま
え
の
気
持
ち
で
す
。

　
し
か
し
今
、
高
齢
者
の
増
加
と
生

産
年
齢
人
口
の
減
少
で
、
高
齢
者
を

支
え
る
担
い
手
の
減
少
が
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
17
年
当
時
、

福
津
市
で
は
高
齢
者
一
人
に
対
し
15

歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
生
産
年
齢
人
口

は
３
・
２
人
で
し
た
。
そ
れ
が
わ
ず

か
10
年
後
の
平
成
27
年
に
は
、
高
齢

者
一
人
に
対
し
生
産
年
齢
人
口
は

２・１
人
と
な
っ
て
い
ま
す（
図
①
）。

ま
た
、
高
齢
者
だ
け
の
世
帯
、
単
身

世
帯
も
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
高
齢
に
な
れ
ば
介
護
が

必
要
な
人
の
割
合
は
増
え
て
い
き
ま

す
。
福
津
市
で
は
、
85
歳
以
上
に
な

る
と
半
数
近
く
の
人
が
要
介
護
認
定

を
持
っ
て
い
る
状
況
で
す
（
図
②
）。

そ
の
た
め
、
今
の
ま
ま
で
は
認
定
者

数
が
大
幅
に
増
え
て
い
く
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
（
図
③
）。

　
そ
ん
な
状
況
の
な
か
、
こ
れ
か
ら

の
超
高
齢
社
会
に
お
い
て
、
ど
の
よ

う
な
福
津
市
で
あ
れ
ば
「
住
み
慣
れ

た
地
域
で
い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く

い
き
い
き
と
」
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
た
め
の
取

り
組
み
を
今
、
始
め
て
い
ま
す
。

住

年齢階層別要介護認定率
（平成28年3月末現在） （単位:人）

要介護（支援）認定者数の推移 減少する生産年齢入口
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地域包括ケアシステム

福津市の未来●数字で見えてくる現状

　「
２
０
２
５
年
問
題
」
と
い
う
言
葉
を
御
存
じ
で
し
ょ

う
か
。
２
０
２
５
年
頃
の
日
本
で「
団
塊
の
世
代
」の
人
々

が
75
歳
以
上
と
な
る
こ
と
で
起
こ
る
諸
問
題
の
こ
と
で

す
。
医
療
・
介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
が
高
ま
り
、

健
全
な
社
会
保
障
制
度
の
運
営
に
影
響
が
出
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
福
津
市
で
は
、
そ
の
２
０
２
５
年
を
迎
え
る

前
に
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
今
月
は
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
特
集
で
す
。

（単位:人）
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住民基本台帳から

介護保険受給者台帳、住民基本台帳から介護保険受給者台帳、第6期介護保険事業計画から
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住まいが中心 ●住み慣れた地域でいつまでも

　原町公民館で介護予防の取
り組みとして行われている『原
町元気塾』のスタッフをして
います。８年間続いた市の事
業『すっきり脳の健康教室』
が終了するときに、参加者の

「続けてほしい」という声、ス
タッフの「続けたい」という
気持ち、原町連合会のバック
アップがあってその三位一体
の取り組みで今年度から再ス
タートしました。もともと障
がい者問題にも興味があった
ので「共生社会について語り
ませんか」にも参加をしまし
た。小地域福祉会や学校ボラ
ンティアとしても活動してい
ます。買い物支援など、暮ら
しやすい地域にする取組をし
ていきたいと思っています。

幸坂由惠さん（原町１区）
原町元気塾スタッフ・小地域福祉会

協議体に
参加します

三位一体で
取り組みました

石川哲也さん（新東区）
小規模多機能施設あかりケアマネジャー

協議体に
参加します

子どもが遊びに来る
介護保険施設に長井和子さん（若木台５区）

傾聴ボランティアほほえみ

協議体に
参加します

異世代間の交流を
考えています

介護が
必要に
なったら

生活
支援

介護
予防

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と

は
、
住
ま
い
を
中
心
に
医

療
・
介
護
・
介
護
予
防
・

生
活
支
援
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る

体
制
を
確
保
し
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
自
分
ら
し
く
人
生
の
最
後
ま
で
暮

ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
、
体
制

の
こ
と
で
す
（
図
④
）。

　超
高
齢
社
会
に
お
い
て
、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す

い
社
会
、
共
に
生
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。

療
や
介
護
と
い
っ
た
専
門

職
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
を
図
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
介
護
予
防
や
生
活
支
援

と
い
っ
た
分
野
で
は
、
地
域
で
の
助

け
合
い
の
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
不

可
欠
で
す
。

　今
ま
で
の「
公
助
」「
共
助
」と
い
っ

た
公
の
制
度
や
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

だ
け
で
な
く
、
自
ら
介
護
予
防
に
取

り
組
む
「
自
助
」、
地
域
に
お
い
て

お
互
い
様
で
助
け
合
う
「
互
助
」
が

大
変
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
近
い

将
来
、
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
で
支

え
る
側
の
担
い
手
が
不
足
し
て
き
ま

す
。
生
活
上
の
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り

ご
と
を
、
無
理
の
な
い
助
け
合
い
で

解
決
で
き
る
か
ど
う
か
、
そ
の
こ
と

は
、
そ
の
地
域
に
住
み
続
け
る
た
め

の
と
て
も
大
き
な
要
素
と
な
り
ま
す
。

　ま
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は

高
齢
者
だ
け
に
限
定
さ
れ
た
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
人
も
、
子
ど
も

も
、
障
が
い
が
あ
っ
て
も
、
認
知
症

に
な
っ
て
も
、
誰
も
排
除
さ
れ
る
こ

と
な
く
共
に
暮
ら
す
社
会
、
共
生
社

会
を
目
指
す
も
の
で
す
。
こ
の
共
生

社
会
は
、「
支
え
る
人
」「
支
え
ら
れ

る
人
」
の
二
分
で
は
な
く
、
お
互
い

に
支
え
、
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
全
て

の
人
が
自
分
の
役
割
を
持
つ
こ
と
が

で
き
る
社
会
で
す
。
地
域
で
の
助
け

合
い
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
で
役

割
を
持
つ
こ
と
は
い
つ
ま
で
も
い
き

い
き
と
暮
ら
す
こ
と
に
つ
な
が
っ
て

い
き
ま
す
。

　こ
の
共
生
社
会
を
目
指
し
、
地
域

で
の
助
け
合
い
の
仕
組
み
作
り
を
推

進
す
る
た
め
、
市
で
は
昨
年
12
月
か

ら
「
共
生
社
会
に
つ
い
て
語
り
ま
せ

ん
か
」
と
題
し
、
市
民
の
か
た
と
と

も
に
地
域
で
の
助
け
合
い
に
つ
い

て
、
月
に
一
度
話
し
合
い
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
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住
み
慣
れ
た
地
域
で

暮
ら
す
仕
組
み

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
は

地医

地域包括ケアシステム地域包括ケアシステム

生活
支援

住まい

介 護

医 療

介 護

医 療

郷づくり推進協議会、
老人クラブ、NPO、
ボランティア、自治会など

郷づくり推進協議会、
老人クラブ、NPO、
ボランティア、自治会など

地域包括
支援センター・
ケアマネジャー

地域包括
支援センター・
ケアマネジャー

自治会や
ボランティア
への参加

通所・
入所

介護ケア・
サービスの
提供

医療ケア・
サービスの提供

通院・
入院

活動の
場の提供

病気になったら

いつまでも元気に
暮らすために

　私が働いている「あかり」は、
住宅地の中にある民家を改装
した介護保険施設です。自宅
から通うことも、泊まること
もできます。一般住宅のよう
な造りなので、認知症のかた
も利用しやすいと思います。
介護保険施設ですが、子ども
たちや地域のかたにいつでも
遊びにきてもらえる場所にし
たいと考えています。これか
らは地域力を上げていくこと
がとても大切になると思いま
す。介護保険だけでできるこ
とには限界があるからです。
昔ながらの助け合いがある地
域になるようみんなで取り組
みたいです。多様な立場のか
たと新たなつながりができる

「協議体」に期待しています。

　傾聴ボランティアの活動の
ほか、社会福祉協議会の「ふ
くつのふくし講座」で出会っ
た仲間と地域でコミュニティ
食堂を始めようと、場所を検
討しているところです。初め
はこども食堂を考えていまし
たが、一人で食事をとる高齢
者も多いので、子どもに限ら
ず来ることのできるコミュニ
ティ食堂にしました。いずれ
は子どもから高齢者までが集
える異世代交流の場所にして
いくのが夢です。昔ながらの
お互いさまの助け合いが大切
だと思います。思いを同じく
する人にたくさん集まっても
らいたいので、少しずつ地域
の中でも声かけをしていきた
いと思っています。
 

特集

図④



け
合
い
活
動
を
推
進
す
る

た
め
、
新
た
に
誕
生
し
た

制
度
が「
協
議
体
」と「
生

活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
地
域

支
え
合
い
推
進
員
）」
で
す
。

　協
議
体
と
は
、
誰
も
が
住
み
や
す

い
「
共
生
社
会
」
を
創
る
た
め
に
、

皆
さ
ん
が
住
む
地
域
に
、
ど
ん
な
仕

組
み
や
助
け
合
い
が
あ
れ
ば
暮
ら
し

　支
え
、
支
え
ら
れ
て
暮
ら
し
て
い
く
。
そ
ん
な

助
け
合
い
の
仕
組
み
を
創
っ
て
い
く
た
め
の
新
し
い

取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

い
か
と
思
い
ま
す
。し
か
し
10
年
後
、

20
年
後
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
き

い
き
と
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
福
津
市
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
い

か
に
地
域
に
支
え
合
い
の
仕
組
み
を

作
っ
て
い
く
か
に
か
か
っ
て
い
ま

す
。
今
後
、
市
は
協
議
体
メ
ン
バ
ー

や
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

と
も
に
、
地
域
の
か
た
と
話
し
合
う

機
会
を
持
ち
、
支
え
合
い
に
参
加
し

た
い
と
思
う
か
た
を
増
や
し
て
い
く

よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　支
え
合
い
へ
の
参
加
は
な
に
も
特

別
な
こ
と
で
は
な
く
、
自
分
の
で
き

る
こ
と
を
少
し
だ
け
「
つ
い
で
に
」

す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　ま
ず
は
こ
の
地
域
で
の
支
え
合
い

に
つ
い
て
、
ま
た
協
議
体
や
生
活
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
開
催
し
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
、
ぜ
ひ
御
参
加
く
だ
さ
い
。
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新
た
に
誕
生
し
た
協
議
体
と

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

共
生
の
ま
ち
を
目
指
し
て

助

　20 年程前はコンビニが出店
すると地域の風紀が乱れるよ
うに言われたものでした。し
かし今は市との見守り協定も
含め、地域から必要とされて
いるように感じています。宅
配もしていますので、担当者
は高齢のかたの注文のお手伝
いもしています。宅配は必ず
手渡しですので、安否確認に
もなっています。「共生社会に
ついて語りませんか」には、
営利企業であっても地域の中
でどこまでの役割が持てるか、
見極めたいという気持ちもあ
り、参加をしました。協議体
では、参加者それぞれの活動
を知ること、それによる新た
なネットワークづくりに期待
しています。

髙橋新一郎さん
セブン－イレブン福間海岸通り店・
福津津屋崎店経営（見守り協定締結事業所）

地域包括ケアシステム地域包括ケアシステム

協議体に
参加します

ネットワーク作りに
期待しています

　夫を介護した経験から「在
宅介護者ぶどうの会」に入り
ました。その縁で「共生社会
について語りませんか」のこ
とも知りました。人は支え合っ
て生きている、と思います。
夫を介護していたとき、人の
優しさに触れて涙が出ました。
歳を取るということはマイナ
スばかりではなく、たくさん
の経験を積むということでも
あります。そして私は人から
いつも学ばせてもらっていま
す。地域で支え合うことはと
ても大切です。私は高齢で、
支える立場にはあまりなれな
いかもしれませんが、支えら
れる立場からも話ができたら、
と思って協議体に参加届を出
しました。 

木下多美子さん（大和１区）
福津市在宅介護者ぶどうの会

協議体に
参加します

人は支え合って
生きています

共生のまち ●自分らしくいきいきと

や
す
い
の
か
、
話
し
合
い
や
情
報
共

有
を
す
る
場
で
す
。

　協
議
体
は
、
多
様
な
主
体
の
対
等

な
連
携
の
場
で
す
。
特
定
の
団
体
に

属
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

市
民
や
事
業
所
、
各
種
団
体
な
ど
が

協
力
・
連
携
し
て
い
く
こ
と
で
、
地

域
の
助
け
合
い
が
よ
り
一
層
豊
か
に

な
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

　こ
の
協
議
体
の
準
備
会
と
し
て

「
共
生
社
会
に
つ
い
て
語
り
ま
せ
ん

か
」
を
開
催
し
、
市
民
や
事
業
所
、

民
間
企
業
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
社
会
福
祉
法

人
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
立
場
の
か
た
が
た
が
毎
回
70
人
ほ

ど
参
加
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
主
に
グ

ル
ー
プ
で
の
話
し
合
い
と
発
表
を
通

じ
、
地
域
で
の
助
け
合
い
に
つ
い
て

考
え
て
き
ま
し
た
。

　こ
の
準
備
会
を
経
て
、
10
月
末
に

は
、
い
よ
い
よ
協
議
体
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。

　地
域
で
の
助
け
合
い
を
進
め
て
い

き
た
い
と
い
う
熱
意
の
あ
る
か
た
で

あ
れ
ば
、役
職
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、

ど
な
た
で
も
協
議
体
に
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
事
前
に
市
高
齢
者

サ
ー
ビ
ス
課
へ
協
議
体
参
加
届
を
ご

提
出
く
だ
さ
い
。
参
加
届
は
高
齢
者

サ
ー
ビ
ス
課
に
あ
り
ま
す
。
多
く
の

か
た
が
た
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

　「生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」

と
は
、
地
域
で
の
支
え
合
い
や
助
け

合
い
の
活
動
を
推
進
す
る
人
で
、
協

議
体
と
協
力
し
合
い
、
と
も
に
活
動

し
ま
す
。
活
動
の
た
め
の
情
報
提
供

や
、
様
々
な
主
体
が
共
働
で
き
る
よ

う
な
働
き
か
け
、
市
へ
の
提
案
も
行

い
ま
す
。

　市
で
は
こ
の
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
業
務
を
委
託
す
る
こ
と

と
し
、８
月
に
公
募
を
行
い
ま
し
た
。

10
月
に
は
委
託
候
補
先
と
契
約
を
行

い
、
11
月
か
ら
業
務
を
開
始
す
る
予

定
で
す
。

議
体
も
、
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
も
新
し
い

仕
組
み
な
の
で
、
ま
だ
ま

だ
知
ら
な
い
か
た
が
多
い
の
で
は
な

開催日時　11月 19日（土）
12：30開場　13：00開演
17：00終了予定
場所　ふくとぴあ　健康プラザ
プログラム
○協議体誕生までの歩み
○他地域の事例発表
○生活支援コーディネーター紹介
○みんなで考えよう福津のこれから
主催　福津市、
　　　公益財団法人さわやか福祉財団

※メールでお申し込みの際は、タイトルを
「フォーラム申し込み」とし、市からの返信メー
ルが受信できるよう設定をお願いします。

協

※メールでお申し込みの際は、タイトルを

申し込みに必要な内容
市内在住者　氏名、住所、性別、連絡先電話番号、
ファクス番号、託児の有無
市内在勤者　上記に加え、勤務先名、所在地
※申し込み多数の際は、お断りすることがあり
ます。御了承ください。
託児　要予約。生後６か月以上の未就学児。一
人３００円
受付期限　11月 10日（木）
受付、問い合わせ　市高齢者サービス課
☎43・8298　FAX34・3881
E-Mail：koreisha@city.fukutsu.lg.jp

対象者　市内在住者、在勤者
受付方法　電話、ファクス、
メールのいずれか

参加申し込みが必要です

みんなで創ろう、
支え合いのまち

『福津』
～協議体の誕生とこれから～

ぜ
ひ
、御
参
加
を
!

特集


